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 本事務所通信は事務所の顧客さま、名刺交

換をさせていただいた方、ＦＡＸ番号を教え頂い

た会社へお送りしております。不要の方はお手

数ですがメール、ＦＡＸ、電話等でその旨をご連

絡下さいますようお願い申し上げます。 

就業規則は定期的な見直しが必要です 

たとえ完璧に作られた就業規則であっても、

時間の経過とともに不都合が起きる可能性があ

ります。定期的に、出来れば１年に一回は見直

しが必要です。弊事務所では、法的視点、第３

者的視点から御社の就業規則を診断します。 
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使用者責任

忘年会の２次会中の従業員同士のトラブルで会

社の責任が認められた事件がありました。今回

は、この事件を含めて使用者責任についてまとめ

て見てみました。 

 使用者責任とは  

民法第７１５条に「ある事業のために他人を使

用する者は、被用者がその事業の執行について第

三者に加えた損害を賠償する責任を負う。」との

規定があります。いわゆる使用者責任を定めた規

定です。これによると、社員が第三者に損害を与

えた場合には、会社がその損害を賠償する義務が

あるとされています。続いて、「ただし、使用者

が被用者の選任及びその事業の監督について相当

の注意をしたとき、又は相当の注意をしても損害

が生ずべきであったときは、この限りでない。」

との免責規定がただし書きされていますが、残念

ながら免責される例は殆どないようです。 

 忘年会２次会での暴行事件  

居酒屋の正社員Ａは、店長から忘年会への参加

を促されました。Ａは、当日は休みでしたが他の

従業員が全員参加することから参加を承諾しまし

た。当日午前２時過ぎから始まったカラオケ店で

の２次会でＡは同僚と口論の末に殴る蹴るの暴行

を受けて、肋骨を折るけがを負いました。Ａは、

加害者の同僚と会社に対して約１７７万円の損害

賠償を東京地方裁判所に訴えました。 

会社は、２次会で発生した暴行は業務外のため

使用者責任はないと反論しました。裁判所は、参

加を店長から促されたこと、２次会は帰宅できな

い時間に開催され、参加せざるを得ない状況から

「仕事の一環だった」と判断し、使用者責任を認

めました。（出展：企業法務ナビ 2018/04/25） 

 厳しい指導による自殺 

計理事務を担当していた正社員Ｂは、指導を行

うべき立場にあった先輩Ｃから長期間にわたり、

いじめ・パワーハラスメントを繰り返し行われた

結果、うつ状態に陥り自殺するに至った。Ａの遺

族はこのように主張して、加害者の先輩Ｃと会社

に対して損害賠償金を求めた。 

先輩Ｃと会社は、Ｂが単純なミスを繰り返して

いたために行った指導であり、厳しい口調を伴う

ものではあっても，Ａの人格非難を伴うような言

動はなく、職場の先輩としての正当な指導の範囲

内で、いじめ・パワーハラスメントと評価される

ようなものではないと主張しました。 

裁判所は、当該ミスはＢ自身の注意不足のみな

らず、先輩Ｃが感情的にＡに対する叱責を繰り返

したことによりＡの心理的負荷が蓄積されたこと

も相当程度影響しているものとみるのが相当であ

ると判じた。その上で、先輩Ｃの指導は社会通念

上許容される範囲を超え、Ｂに精神的苦痛を与え

るものであり不法行為に該当するとして、先輩Ｃ

と会社に合計６，４００万円余の損害賠償の支払

いを命じました。（名古屋地方裁判所 H29/1/27） 

 まとめ  

 民法第７１５条の使用者責任は非常に広く会社

の責任を求めています。とは言え、会社として社

員全員の言動を常時監視することはできません。

会社としてすべきことは、使用者責任をリスクと

して把握すること、および社員に対してコンプラ

イアンスの遵守が重要であることを繰り返し周知

徹底することです。 


